
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

●
２
カ
月
に
１
回
の
返
礼
品
見
直
し

　
平
成
29
年
４
月
の
返
礼
品
は
３
７
８
種

類
で
し
た
が
、
返
礼
品
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
と
一
体
と
な

っ
て
２
カ
月
に
１
回
の
見
直
し
を
実
施
。

現
在
、
５
５
０
種
類
の
返
礼
品
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

●
新
た
な
商
品
の
開
発

　
返
礼
品
提
供
事
業
者
が
互
い
に
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
、
よ
り
魅
力
的
な
商
品
開
発
を
行
う

こ
と
で
、
寄
附
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
返
礼

品
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
顧
客
満
足
度
の
向
上

　
返
礼
品
提
供
事
業
者
自
ら
、
お
客
様
本

位
の
考
え
方
を
さ
ら
に
高
め
る
顧
客
対
応

向
上
研
修
会
を
開
催
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
寄
附
者
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
際

に
、
次
の
８
つ
の
目
的
に
応
じ
た
使
い
道

を
指
定
。市
は
一
旦
、基
金
に
積
み
立
て
、

翌
年
度
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
は
約
２
５
０
の
事
業

に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

●
子
ど
も
支
援
（
61
事
業
）

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業

・
移
動
図
書
館
車
（
く
れ
よ
ん
号
）
更
新
事
業

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

・
中
学
生
海
外
交
流
事
業

・
み
や
こ
ん
じ
ょ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
事
業

・
子
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

・
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

・
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
ぷ
れ
ぴ
か
）
管
理
運
営
費

・
小
規
模
保
育
所
推
進
事
業

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
推
進
事
業

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
　
な
ど

●
ま
ち
づ
く
り
支
援
（
７
事
業
）

・
中
心
市
街
地
再
生
プ
ラ
ン
事
業

・
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業
　
な
ど

●
環
境
支
援
（
16
事
業
）

・
地
域
安
全
対
策
事
業

・
大
岩
田
最
終
処
分
場
埋
立
地
有
効
活
用
事
業
　
な
ど

●
ス
ポ
ー
ツ・文
化
振
興
支
援
（
16
事
業
）

・
合
宿
誘
致
推
進
対
策

・
都
城
運
動
公
園
整
備
事
業
　
な
ど

●
長
寿
支
援
（
７
事
業
）

・
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

・
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
予
防
連
携
事
業
　
な
ど

●
災
害
対
策
支
援
（
14
事
業
）

・
自
衛
隊
等
連
携
訓
練
事
業

・
災
害
対
策
本
部
室
整
備
事
業
　
な
ど

●
人
口
減
少
対
策
支
援
（
12
事
業
）

・
移
住
・
定
住
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
推
進
事
業

・
転
職
応
援
補
助
金
　
な
ど

●
市
長
に
お
ま
か
せ
（
１
１
７
事
業
）

・“
都
城
の
食
品
”
販
路
開
拓
支
援
事
業

・
肉
用
牛
担
い
手
農
家
支
援
事
業

・
新
規
就
農
者
ハ
ウ
ス
設
置
支
援
事
業

・
養
鶏
農
家
生
産
向
上
緊
急
支
援
事
業

・
竹
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
普
及
促
進
事
業

・
地
場
産
物
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
提
供
事
業

・
窓
口
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
事
業

・
総
合
文
化
ホ
ー
ル
障
が
い
者
用
駐
車
場
屋
根
設
置
事
業

・
ミ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

・「
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
・
都
城
」
推
進
事
業

・
観
音
池
公
園
整
備
事
業
　
な
ど

返
礼
品
提
供
事
業
者
の

た
ゆ
ま
な
い
努
力

平
成
30
年
度

寄
附
金
の
使
い
道
の
例

寄附目的 寄附金額
子ども支援 177,072
まちづくり支援 23,856
環境支援 49,772
スポーツ・文化振興支援 16,167
長寿支援 28,914
災害対策支援 24,729
人口減少対策支援 36,296
市長におまかせ 390,617

寄附総額 747,423

平成29年度ふるさと納税の寄附目的別寄附額
（単位：万円）

都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会

　
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な

る
普
及
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し

て
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
が
組
織
し

た
の
が
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
振

興
協
議
会
」
で
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
返
礼
品
を
調
達

す
る
際
に
、
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
代
金
の

中
か
ら
、
一
定
割
合
を
協
力
金
と
し

て
積
み
立
て
、
そ
れ
を
財
源
に
独
自

の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
助
成
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

都城市ふるさと納税振興協議会の皆さん
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都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税

500万円

● ふるさと納税寄附金額の推移

40億円

80億円

H20～25平均 （年度）H26 H27 H28 H29
5億円

42億円

73億円 75億円

日本一

日本一

大幅に増加！

　「
ふ
る
さ
と
納
税
」は
、生
ま
れ
故
郷
や
、

居
住
し
て
い
な
い
も
の
の
愛
着
の
あ
る
市

区
町
村
な
ど
を
、
寄
附
す
る
こ
と
で
応
援

す
る
制
度
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
制
度
を

Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
。返
礼
品
を「
肉

と
焼
酎
」
に
特
化
し
た
こ
と
で
、
本
市
の

名
前
と
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
手
段
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
寄
附
金
額
に
応
じ
て
贈
る
返
礼

品
の
１
０
０
㌫
を
地
元
か
ら
調
達
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。

対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

全
国
に
都
城
を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
！
　
次
な
る
ス
テ
ー
ジ「
選
ば
れ
る
」へ

　
総
務
省
が
7
月
6
日
、
平
成
29
年
度
の
自
治
体
別
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
本
市
の
平
成
29
年
度
実
績
は
、
寄
附
件
数
が
約
52
万
3
千
件
（
全
国
2
位
）、
寄
附
金
額

が
約
74
億
7
千
万
円
（
全
国
3
位
）
と
な
り
、
日
本
一
と
な
っ
た
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
を

上
回
る
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
と
、
寄

附
金
の
使
い
道
を
紹
介
し
ま
す
。　◎問

い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
産
業
推
進
局
　
☎
23ｰ

2
4
5
2
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

●
２
カ
月
に
１
回
の
返
礼
品
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し
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29
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４
月
の
返
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は
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８
種

類
で
し
た
が
、
返
礼
品
の
魅
力
を
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め
る
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め
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
と
一
体
と
な

っ
て
２
カ
月
に
１
回
の
見
直
し
を
実
施
。

現
在
、
５
５
０
種
類
の
返
礼
品
を
取
り
扱
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て
い
ま
す
。

●
新
た
な
商
品
の
開
発

　
返
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品
提
供
事
業
者
が
互
い
に
切せ
っ
磋さ

琢た
く

磨ま

し
、
よ
り
魅
力
的
な
商
品
開
発
を
行
う

こ
と
で
、
寄
附
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
返
礼

品
の
充
実
を
図
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て
い
ま
す
。

●
顧
客
満
足
度
の
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上

　
返
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品
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供
事
業
者
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、
お
客
様
本

位
の
考
え
方
を
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ら
に
高
め
る
顧
客
対
応

向
上
研
修
会
を
開
催
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

も
積
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的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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者
は
、
ふ
る
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と
納
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を
行
う
際

に
、
次
の
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つ
の
目
的
に
応
じ
た
使
い
道

を
指
定
。市
は
一
旦
、基
金
に
積
み
立
て
、

翌
年
度
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
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度
は
約
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５
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の
事
業

に
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用
す
る
予
定
で
す
。

●
子
ど
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（
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事
業
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・
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Ｃ
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化
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進
事
業

・
移
動
図
書
館
車
（
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よ
ん
号
）
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新
事
業

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
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事
業

・
中
学
生
海
外
交
流
事
業

・
み
や
こ
ん
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ょ
ジ
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ニ
ア
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プ
ア
ス
リ
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ト
事
業

・
子
ど
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の
生
活
・
学
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支
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事
業

・
乳
幼
児
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療
費
助
成
事
業

・
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

・
子
育
て
世
代
活
動
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ぷ
れ
ぴ
か
）
管
理
運
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費

・
小
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模
保
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所
推
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・
放
課
後
児
童
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ブ
推
進
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・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
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事
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な
ど

●
ま
ち
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く
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（
７
事
業
）

・
中
心
市
街
地
再
生
プ
ラ
ン
事
業

・
ま
ち
な
か
活
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化
プ
ラ
ン
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業
　
な
ど

●
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支
援
（
16
事
業
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・
地
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安
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対
策
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・
大
岩
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最
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分
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埋
立
地
有
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用
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化
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・
合
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対
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都
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運
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な
ど
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７
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い
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Ｃ
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慢
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臓
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予
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な
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●
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携
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ど
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等
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・
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補
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７
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開
拓
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・
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生
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緊
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・
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笹
サ
イ
レ
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及
促
進
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・
地
場
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物
「
ふ
る
さ
と
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」
提
供
事
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・
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レ
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ア
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ト
改
善
事
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合
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ル
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が
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者
用
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と
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と
・
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・
観
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池
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な
ど
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提
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の
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ま
な
い
努
力

平
成
30
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度

寄
附
金
の
使
い
道
の
例

寄附目的 寄附金額
子ども支援 177,072
まちづくり支援 23,856
環境支援 49,772
スポーツ・文化振興支援 16,167
長寿支援 28,914
災害対策支援 24,729
人口減少対策支援 36,296
市長におまかせ 390,617

寄附総額 747,423
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（単位：万円）
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会
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で
す
。
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で
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を
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る
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に
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そ
れ
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れ
の
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れ
る
代
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の

中
か
ら
、
一
定
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合
を
協
力
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と
し

て
積
み
立
て
、
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れ
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に
独
自

の
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Ｒ
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や
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県
内
初
の
４
年
制
の
理
学
療
法
士
養
成

専
門
学
校
で
す
。

◉
取
得
で
き
る
資
格

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
高
度

専
門
士（
4
年
制
大
学
卒
業
程
度
と
同
等
）

◉
募
集
人
員

理
学
療
法
学
科

40
人

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・

学
校
推
薦

９
月
21
日
㈮
～

10
月
２
日
㈫

自
己
推
薦
　
10
月
19
日
㈮
～
30
日
㈫

一
般
　
平
成
31
年
１
月
21
日
㈪
～
30
日
㈬

◉
取
得
で
き
る
資
格

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ
デ

ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

◉
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科
　
30
人
（
女
子
の
み
）

◉
出
願
期
間

推
薦
・
特
待
生
、
一
般
・
社
会
人

10
月
１
日
㈪
～
18
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格

◉
募
集
人
員
　
介
護
福
祉
学
科
　
40
人

◉
出
願
期
間

一
般
・
社
会
人

10
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

◉
取
得
で
き
る
資
格

准
看
護
師
試
験
受
験
資
格
、
看
護
師
国
家

試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）　
40
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）　
50
人

◉
出
願
期
間

准
看
護
師
科

10
月
９
日
㈫
～
11
月
２
日
㈮

看
護
師
科
　
12
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員
　
看
護
学
科
　
80
人

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・
一
般
推
薦
・
社
会
人
１
期

10
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫

一
般
１
期
・
社
会
人
２
期

12
月
19
日
㈬
～
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

◉
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科
　
40
人

※�

一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選
抜

し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の
30

㌫
程
度
を
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦

10
月
12
日
㈮
～
11
月
９
日
㈮

一
般
・
社
会
人

12
月
17
日
㈪
～
平
成
31
年
１
月
18
日
㈮

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
取
得
で
き
る
資
格
　
調
理
師

◉
募
集
人
員

調
理
師
科
昼
間
部
　
80
人

調
理
師
科
夜
間
部
　
５
人

◉
出
願
期
間

昼
間
部

10
月
１
日
㈪
～
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮

夜
間
部
（
10
月
開
講
生
）

９
月
14
日
㈮
ま
で

夜
間
部
（
４
月
開
講
生
）

平
成
31
年
３
月
15
日
㈮
ま
で

◉
取
得
で
き
る
資
格

情
報
デ
ザ
イ
ン
科

基
本
情
報
技
術
者
試
験
午
前
試
験
免
除
、

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科

日
本
医
師
会
医
療
秘
書
認
定
試
験
受
験
資

格
、医
師
事
務
作
業
補
助
技
能
認
定
試
験
、

調
剤
報
酬
請
求
事
務
技
能
試
験
な
ど

介
護
福
祉
科

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
福
祉

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

◉
募
集
人
員

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
　
30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
20
人

介
護
福
祉
科
　
40
人

◉
出
願
期
間

推
薦
、
一
般
　
10
月
１
日
㈪
～
18
日
㈭

地元でかなえる、将来の夢

都
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

（
大
岩
田
町
）�

☎
36-

５
６
７
０

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）�

☎
38-

４
８
１
２

豊
心
福
祉
学
園
（
安
久
町
）

☎
39-

６
９
５
１

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

☎
22-

０
７
１
１

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
（
三
股
町
長
田
）

☎
52-

６
９
２
１

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）�

☎
22-

３
６
９
０

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）�

☎
22-

４
６
２
６

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）

☎
38-

４
８
１
１

出
願
期
間
は
、
複
数
回
設
定
し
て
い
る

学
校
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

学
校
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10広報 都城 平成30年8月号

　
環
境
や
園
芸
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境
園
芸

学
部
と
、
教
員
な
ど
を
養
成
す
る
人
間
発

達
学
部
の
あ
る

都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
。
地
域
と
関

わ
り
な
が
ら
、

学
び
を
深
め
ら

れ
る
こ
と
が
魅

力
で
す
。

◉
取
得
で
き
る
資
格

環
境
園
芸
学
部
　
環
境
園
芸
学
科

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許（
理
科・農
業
）、

中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
）、
自
然

再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部
　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
１
種
免
許
な
ど

◉
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科
　
１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科
　
80
人

◉
出
願
期
間

特
待
生
　
10
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

推
薦
１
期
　
11
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

推
薦
２
期
　
12
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮

一
般
　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
　
平
成
31
年
１

月
15
日
㈫
～
２
月
１
日
㈮

　
５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
校
卒
業
後

の
早
い
段
階
か
ら
、
実
験
や
実
習
、
設
計

な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
本
科
（
５
年
間
）
を
卒
業
す
れ
ば
準
学

士
、
さ
ら
に
専
攻
科
（
２
年
間
）
を
修
了

す
れ
ば
、
大
学
と
同
じ
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
科
卒
業
後
に
、

国
公
立
大
学
３
年
生
へ
編
入
学
も
可
能
で

す
。

◉
募
集
人
員

機
械
工
学
科
、
電
気
情
報
工
学
科
、
物
質

工
学
科
、
建
築
学
科
　
各
40
人

※�

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
50
㌫
程
度
を

推
薦
に
よ
り
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦
　
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
～
８
日
㈫

一
般
　
平
成
31
年
１
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮

住み慣れた環境だからこそ、しっかりと勉強できる！
自宅から通える学校で、将来必要となる知識や技術を学び、夢をかなえよう！

地元でかなえる、将来の夢

　市内・三股町内の大学、高専および専門・専修学校の平成31年度学生募集の概要を紹介します。
◎問い合わせ　総合政策課　☎23-7161

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
立
野
町
）�

☎
21-

２
１
１
１

入
学
金
が
無
料
に
な
る

都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

☎
47-

１
１
３
３

　
市
内
・
三
股
町
内
の
高
校
を
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
ま
た
は
市

民
の
子
ど
も
が
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入

学
し
た
場
合
、
入
学
金
25
万
円
が
全
額
免

除
さ
れ
ま
す
。
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県
内
初
の
４
年
制
の
理
学
療
法
士
養
成

専
門
学
校
で
す
。

◉
取
得
で
き
る
資
格

理
学
療
法
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
高
度

専
門
士（
4
年
制
大
学
卒
業
程
度
と
同
等
）

◉
募
集
人
員

理
学
療
法
学
科

40
人

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・

学
校
推
薦

９
月
21
日
㈮
～

10
月
２
日
㈫

自
己
推
薦
　
10
月
19
日
㈮
～
30
日
㈫

一
般
　
平
成
31
年
１
月
21
日
㈪
～
30
日
㈬

◉
取
得
で
き
る
資
格

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
メ
デ

ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
な
ど

◉
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科
　
30
人
（
女
子
の
み
）

◉
出
願
期
間

推
薦
・
特
待
生
、
一
般
・
社
会
人

10
月
１
日
㈪
～
18
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格

◉
募
集
人
員
　
介
護
福
祉
学
科
　
40
人

◉
出
願
期
間

一
般
・
社
会
人

10
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

◉
取
得
で
き
る
資
格

准
看
護
師
試
験
受
験
資
格
、
看
護
師
国
家

試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）　
40
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）　
50
人

◉
出
願
期
間

准
看
護
師
科

10
月
９
日
㈫
～
11
月
２
日
㈮

看
護
師
科
　
12
月
３
日
㈪
～
27
日
㈭

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
募
集
人
員
　
看
護
学
科
　
80
人

◉
出
願
期
間

指
定
校
推
薦
・
一
般
推
薦
・
社
会
人
１
期

10
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫

一
般
１
期
・
社
会
人
２
期

12
月
19
日
㈬
～
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

◉
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科
　
40
人

※�

一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選
抜

し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の
30

㌫
程
度
を
選
抜

◉
出
願
期
間

推
薦

10
月
12
日
㈮
～
11
月
９
日
㈮

一
般
・
社
会
人

12
月
17
日
㈪
～
平
成
31
年
１
月
18
日
㈮

◉
取
得
で
き
る
資
格

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
な
ど

◉
取
得
で
き
る
資
格
　
調
理
師

◉
募
集
人
員

調
理
師
科
昼
間
部
　
80
人

調
理
師
科
夜
間
部
　
５
人

◉
出
願
期
間

昼
間
部

10
月
１
日
㈪
～
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮

夜
間
部
（
10
月
開
講
生
）

９
月
14
日
㈮
ま
で

夜
間
部
（
４
月
開
講
生
）

平
成
31
年
３
月
15
日
㈮
ま
で

◉
取
得
で
き
る
資
格

情
報
デ
ザ
イ
ン
科

基
本
情
報
技
術
者
試
験
午
前
試
験
免
除
、

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科

日
本
医
師
会
医
療
秘
書
認
定
試
験
受
験
資

格
、医
師
事
務
作
業
補
助
技
能
認
定
試
験
、

調
剤
報
酬
請
求
事
務
技
能
試
験
な
ど

介
護
福
祉
科

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
、
福
祉

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

◉
募
集
人
員

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
　
30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
20
人

介
護
福
祉
科
　
40
人

◉
出
願
期
間

推
薦
、
一
般
　
10
月
１
日
㈪
～
18
日
㈭

地元でかなえる、将来の夢

都
城
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

（
大
岩
田
町
）�

☎
36-

５
６
７
０

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）�

☎
38-

４
８
１
２

豊
心
福
祉
学
園
（
安
久
町
）

☎
39-

６
９
５
１

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

☎
22-

０
７
１
１

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
（
三
股
町
長
田
）

☎
52-

６
９
２
１

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）�
☎
22-

３
６
９
０

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）�

☎
22-

４
６
２
６

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）

☎
38-

４
８
１
１

出
願
期
間
は
、
複
数
回
設
定
し
て
い
る

学
校
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各

学
校
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、「
非
営
利
組
織
」
の
こ

と
で
す
。
非
営
利
と
は
「
利
益
を
出
し
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

利
益
が
出
た
ら
「
団
体
の
活
動
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
費
用
に
充
て
る
」
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
利
益
を
追
求
す
る

企
業
と
は
異
な
り
、「
社
会
貢
献
活
動
」

を
目
的
と
す
る
組
織
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
法
人
格
を
持
つ
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と
、
法

人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

市
民
公
益
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
）
が

あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
64

団
体
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
公
益
活

動
団
体
な
ど
１
０
０
以
上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
直
接
的
な
参
加
】

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

②
会
員
に
な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
に
主

　
体
的
に
参
加

※
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
な
ら
誰
で
も
入
会

　
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
、
共
に
活
動
す

　
る
仲
間
を
募
集
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
・
法

　
人
も
あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
い
法
人
や

　
団
体
を
見
つ
け
た
ら
、
直
接
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

【
間
接
的
な
参
加
】

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
直
接
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

寄
付
（
＝
支
援
）
す
る
こ
と
で
も
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

身近な社会貢献活動に
参加してみませんか

都
城
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
育
成
・
支
援
を
行
い
、
市
民
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
都
城
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー（
松
元
町
）内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運

営
な
ど
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

◉
主
な
活
動
内
容

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介
や

相
談
の
受
け
付
け

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
け
付
け

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
紹
介

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
や
運
営
の
相
談

◦�

各
種
助
成
金
の
申
請
支
援

◦�

各
種
講
座
の
開
催

◉
開
設
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

※
毎
月
第
３
土
曜
日
は
、
イ
オ
ン
都
城

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）

　
で
出
張
相
談
会
を
開
催

◉
そ
の
他
　
都
城
圏
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
市
民
公
益
活
動
団
体
の
活
動
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
友
・
誘
・
遊
」
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
で
は
冊
子
も

配
布
し
て
い
ま
す

問
　
☎
25-

７
３
１
８

　「社会に貢献したい」「地域の課題を解決したい」などの思いか
ら、市民が主体となって活動しているＮＰＯ。その内容は、子育
て支援や高齢者・障がい者支援、まちづくり、環境保全、地域活
性化など多岐にわたります。今回は、ＮＰＯの活動を紹介します。
� ◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎ 23-2431

非
営
利
の
社
会
貢
献

正応寺ごんだの会
理事長
石井　和

かず

郎
ろう

さん

　都城の基幹産
業である農業を
守り育て、子ど
もたちが郷土を
誇れるようなま
ちづくりや地域
活性化などを目
的に、平成18年
にＮＰＯ法人を
設立。理念に賛
同する人が集ま

って、10人の会員から始まり、現在は、
25人で活動しています。また、イベン
ト時にはボランティアとして参加してく
れる人も多数います。
　田植え体験やニジマスつかみ、泥んこ
遊びなどのイベント開催のほか、福祉団
体などが主催するイベントを積極的にサ
ポートしながら、交流の輪や活動範囲を
広げています。興味のあるものを見つけ
たら、ぜひ、参加してくださいね。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

9代当主 後藤伊左衛門
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大福帳

御用船稲福丸船印旗
（企画展ではパネル展示）

9代当主 後藤伊左衛門

10代当主 後藤嘉
か
太
た
郎
ろう

　
江
戸
時
代
、
鹿
児
島
藩
の
直
轄
地
で
あ
り
、
藩
の
物
流
を
担
う
東
目
街
道
の
要
衝
で
あ
っ
た
高
城
地
域
。
こ
の
地
に
、
大
坂
（
現
在
の
大

阪
）
を
含
め
た
西
日
本
全
地
域
で
、
商
業
や
輸
送
業
で
財
を
成
し
た
「
後
藤
家
」
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
南
九
州
で
も
有

数
の
豪
商
と
し
て
名
を
は
せ
た
「
後
藤
家
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

都
城
地
域
の
近
代
と
後
藤
家

平
成
30
年
度
　都
城
島
津
伝
承
館
企
画
展

※�

期
間
中
、
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。
各

史
料
の
展
示
期
間
は
、
都
城
島
津
邸
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

【
会
期
】

10
月
８
日
㈪
ま
で
　
９
時
～
17
時
（
入
館

は
16
時
30
分
ま
で
）

※�

休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
。
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日

【
観
覧
料
】

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生・大
学
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

※�（
　
）
は
、
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。

本
宅
は
、
小
学
生
以
上
１
０
０
円

　
後
藤
家
文
書
か
ら
み
る
幕
末
と
明
治
維

新
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◉
日
時
　
８
月
26
日
㈰
　
14
時
～

◉
場
所
　
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◉
講
師
　
東
亜
大
学
人
間
科
学
部
　
馬
場

晶
子
准
教
授

◉
定
員
　
１
０
０
人
　
※
申
し
込
み
不
要

　
平
成
24
年
、
後
藤
家
の
子
孫
後
藤
康や

す

高た
か

さ
ん
か
ら
、「
後
藤
家
文
書
」
が
都
城
島

津
邸
に
一
括
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
都
城
島

津
邸
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
約
４
年
間
に

わ
た
っ
て
、
こ
の
文
書
の
調
査
や
整
理
を

行
い
、
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
貴
重
な
史
料
の
価

値
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
初
公
開
。
こ

れ
ら
の
史
料
を
基
に
、
幕
末
に
後
藤
家
の

ど
の
よ
う
な
商
業
が
行
わ
れ
て
い
た
か
に

つ
い
て
も
、
ひ
も
と
い
て
い
き
ま
す
。

【
展
示
史
料
】

◉
大だ

い

福ふ
く

帳ち
ょ
う　
取
引
に
用
い
た
帳
簿
。
後
藤

家
文
書
で
は
63
点
の
大
福
帳
が
存
在
し
て

い
て
、
時
代
に
よ
っ
て
、
大
き
さ
や
紙
質

が
異
な
り
ま
す

◉
御
用
船
稲い

な

福ふ
く

丸ま
る

船ふ
な

印じ
る
し

旗は
た

　
藩
の
御
用
船

と
し
て
後
藤
家
が
使
用
し
て
い
た
「
稲
福

丸
」。
こ
の
旗
を
掲
げ
、
高
城
と
江
戸
や

大
坂
を
往
来
し
て
い
ま
し
た

◉
そ
の
他
の
史
料
　
後ご

藤と
う

氏し

系け
い

図ず

草そ
う

案あ
ん

、

貴き

族ぞ
く

院い
ん

多た

額が
く

納の
う

税ぜ
い

者し
ゃ

議ぎ

員い
ん

互ご

選せ
ん

名め
い

簿ぼ

、
列れ

っ

朝ち
ょ
う

制せ
い

度ど

（
宮
崎
県
指
定
文
化
財
）
な
ど

関
連
イ
ベ
ン
ト
（
無
料
）

企
画
展
概
要

家
運
を
高
め
た
８
代
当
主
五ご

市い
ち

や
、「
日

向
国
の
山
林
王
」
と
呼
ば
れ
た
９
代
当
主

伊い

左ざ

衛え

門も
ん

を
中
心
に
、
大
坂
ま
で
広
が
っ

て
い
っ
た
後
藤
家
の
商
い
や
山
林
経
営
、

さ
ら
に
、
藩
の
御
用
船
業
や
伊
左
衛
門
が

出
馬
し
た
貴
族
院
議
員
選
挙
に
関
わ
る
史

料
も
展
示
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
形
的
に
他
地
域
と
の
交
流

や
交
易
が
困
難
な
場
所
で
あ
る
盆
地
で
、

後
藤
家
こ
ぼ
れ
話�

─
─
─
─
─
─
─
─

　
南
九
州
の
焼
酎
文
化
を
代
表
す
る
数

当
て
遊
び
「
な
ん
こ
」
で
は
、
後
藤
家

に
ち
な
み
、「
５
」
を
「
ご
つ
ど
ん
」

と
言
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、「
非
営
利
組
織
」
の
こ

と
で
す
。
非
営
利
と
は
「
利
益
を
出
し
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

利
益
が
出
た
ら
「
団
体
の
活
動
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
費
用
に
充
て
る
」
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
利
益
を
追
求
す
る

企
業
と
は
異
な
り
、「
社
会
貢
献
活
動
」

を
目
的
と
す
る
組
織
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
法
人
格
を
持
つ
特
定
非

営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と
、
法

人
格
を
持
た
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や

市
民
公
益
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
）
が

あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
64

団
体
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
公
益
活

動
団
体
な
ど
１
０
０
以
上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
直
接
的
な
参
加
】

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

②
会
員
に
な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運
営
に
主

　
体
的
に
参
加

※
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
な
ら
誰
で
も
入
会

　
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
、
共
に
活
動
す

　
る
仲
間
を
募
集
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
・
法

　
人
も
あ
り
ま
す
。
参
加
し
た
い
法
人
や

　
団
体
を
見
つ
け
た
ら
、
直
接
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

【
間
接
的
な
参
加
】

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
直
接
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、

寄
付
（
＝
支
援
）
す
る
こ
と
で
も
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

身近な社会貢献活動に
参加してみませんか

都
城
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
育
成
・
支
援
を
行
い
、
市
民
活
動

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
都
城
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー（
松
元
町
）内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
運

営
な
ど
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

◉
主
な
活
動
内
容

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介
や

相
談
の
受
け
付
け

◦�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
け
付
け

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
紹
介

◦�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
や
運
営
の
相
談

◦�

各
種
助
成
金
の
申
請
支
援

◦�

各
種
講
座
の
開
催

◉
開
設
時
間
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

※
毎
月
第
３
土
曜
日
は
、
イ
オ
ン
都
城

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
早
鈴
町
）

　
で
出
張
相
談
会
を
開
催

◉
そ
の
他
　
都
城
圏
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
市
民
公
益
活
動
団
体
の
活
動
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
友
・
誘
・
遊
」
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
で
は
冊
子
も

配
布
し
て
い
ま
す

問
　
☎
25-

７
３
１
８

　「社会に貢献したい」「地域の課題を解決したい」などの思いか
ら、市民が主体となって活動しているＮＰＯ。その内容は、子育
て支援や高齢者・障がい者支援、まちづくり、環境保全、地域活
性化など多岐にわたります。今回は、ＮＰＯの活動を紹介します。
� ◎問い合わせ　コミュニティ文化課　☎ 23-2431

非
営
利
の
社
会
貢
献

正応寺ごんだの会
理事長
石井　和

かず

郎
ろう

さん

　都城の基幹産
業である農業を
守り育て、子ど
もたちが郷土を
誇れるようなま
ちづくりや地域
活性化などを目
的に、平成18年
にＮＰＯ法人を
設立。理念に賛
同する人が集ま

って、10人の会員から始まり、現在は、
25人で活動しています。また、イベン
ト時にはボランティアとして参加してく
れる人も多数います。
　田植え体験やニジマスつかみ、泥んこ
遊びなどのイベント開催のほか、福祉団
体などが主催するイベントを積極的にサ
ポートしながら、交流の輪や活動範囲を
広げています。興味のあるものを見つけ
たら、ぜひ、参加してくださいね。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
権

に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
優
秀
作
品
は
人
権
啓
発
資
料
な
ど
に
活

用
。
市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
12
月
に
開
催
す
る
人
権
啓
発
推

進
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

◉
募
集
部
門
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

◉
募
集
期
限
　
９
月
７
日
㈮
ま
で

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

【
昨
年
度
の
人
権
啓
発
標
語
】

　
３
部
門
合
わ
せ
て
、
５
千
点
を
超
え
る

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
最
優
秀
賞
作
品

小
学
生
の
部

「
変
わ
る
の
は
　
周
り
じ
ゃ
な
く
て
　
私

か
ら
」

中
学
生
の
部

「
変
わ
り
た
い
　
見
て
み
ぬ
ふ
り
の
　
自

分
か
ら
」

一
般
の
部

「
絶
望
を
　
希
望
に
変
え
た
　
君
の
声
」

　「
男
の
く
せ
に
」「
女
な
の
に
」
な
ど
、

何
気
な
い
一
言
が
周
り
の
人
を
傷
つ
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
県
は
、
８
月
を
「
人

権
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
家
族
や
友
人
、
地
域
で
の
触

れ
合
い
の
機
会
が
多
い
こ
の
期
間
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
関
す
る
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
展
示
。
人
権
問
題

へ
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
期
間
　
８
月
27
日

㈪
～
９
月
５
日
㈬

◉
場
所
　
市
役
所
本

館
１
階
市
民
サ
ロ
ン

人
権
啓
発
標
語
募
集

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間
で
す

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

【8月の臨時駐車場開設と交通規制実施の予定】

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー

啓
発
展
（
無
料
）

お
墓
の
手
続
き

【
御
骨
の
移
動
】

　
御
骨
の
移
動
は
、
現
在
墓
地
の
あ
る

「
移
動
元
」
の
市
町
村
で
、「
改
葬
許
可

申
請
」
が
必
要
で
す
。
市
内
に
墓
地
の

あ
る
人
は
、
環
境
政
策
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
外
に
墓
地
の
あ
る
人

が
御
骨
を
移
動
す
る
場
合
は
、
墓
地
の

あ
る
市
町
村
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
墓
じ
ま
い
】

　
使
用
し
て
い
る
墓
地
が
不
要
と
な
る

場
合
、
御
骨
の
移
動
と
併
せ
て
、
現
在

建
っ
て
い
る
墓
石
や
祭
壇
な
ど
の
撤
去

や
整
理
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

墓
地
の
管
理
規
則
に
沿
っ
て
撤
去
な
ど

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
営
墓
地
は
市
の
所
有
地
で

す
。
使
用
し
て
い
る
市
営
墓
地
が
不
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
手
続
き
の
上
、
撤

去
工
事
を
行
い
、
更
地
に
戻
し
て
返
還

く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
環
境

政
策
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 お

墓
の
手
続
き
と
お
盆
の
墓
参
り

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

お
盆
の
墓
参
り
の
注
意
点

　
市
営
墓
地
は
、
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
営
墓
地
周
辺
の

混
雑
解
消
の
た
め
、
一
部
の
市
道
で
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
自
家
用
車
で
の
墓
参
り
は
で
き
る
だ

け
避
け
、
や
む
を
得
ず
自
家
用
車
を
利

用
す
る
場
合
は
、
警
備
員
の
誘
導
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
に

看
板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板
の
な
い
場

所
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

12 日㈰ 13日㈪ 15日㈬

東墓地 ー 臨・交 臨・交

西墓地 臨 臨・交 臨・交

北墓地 臨 臨 臨

臨：臨時駐車場　交：交通規制
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借金解決の第一歩は
早目の相談！

14広報 都城 平成30年8月号

　
多
重
債
務
に
陥
る
原
因
は
、
思
い
も
よ

ら
な
い
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

◦�

カ
ー
ド
で
の
買
い
物
に
慣
れ
て
し
ま

い
、
返
済
能
力
を
十
分
考
え
な
い
ま
ま

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
繰
り
返
し
利
用

し
て
い
る

◦�

知
人
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
た
後
、
知

人
が
身
を
隠
し
、
そ
の
債
務
を
抱
え
る

こ
と
に
な
っ
た

◦�

突
然
の
リ
ス
ト
ラ
で
収
入
が
無
く
な

り
、
住
宅
ロ
ー
ン
や

生
活
費
が
支
払
え
な

く
な
っ
た

◦�

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の
め

り
こ
み
、
借
金
を
繰

り
返
し
て
い
る

　
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

月
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
債
務
の

状
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
、
市
に
寄
せ
ら
れ
た
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
は
５
９
０
件
。
そ
の

う
ち
、
多
重
債
務
や
借
金
に
関
す
る
相
談

は
90
件
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
相

談
に
次
い
で
２
番
目
に
多
く
、
全
体
の
15

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

て、もっと早く相談しておけばよかった
という声を聞きます。その一方、消費生
活センターの弁護士法律相談でアドバイ
スを受け、生活を立て直した人もいます。
借金は解決可能な問題ですので、早めに
相談ください。

　多重債務の相
談の中で「これ
くらいすぐ返せ
る」という軽い
気持ちで借金
し、利息が付い
た金額を返せず
に、返済が滞っ
ていくケースが
あります。気付
いた時には返し
きれないほどの
金額になってい

コミュニティ文化課
男女参画・消費生活
担当
鈴木　聖也さん

多
重
債
務
で
困
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

　
借
金
を
繰
り
返
し
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
返
済
困
難
に
陥
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
多
重
債
務
の
現
状
と
相
談
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課
　
☎
23-

２
１
２
１

　
自
分
の
支
払
い
能
力
以
上
に
借
金
し
、

そ
の
借
金
返
済
の
た
め
に
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
借
金
を
重
ね
て
し
ま
い
、
返
済
が

困
難
に
な
っ
た
状
態
を「
多
重
債
務
」
と

い
い
ま
す
。

　
借
金
返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰
り
返
し

て
も
、
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

言
葉
巧
み
に
勧
誘
し
て
く
る
ヤ
ミ
金
融
で

借
金
す
る
と
、
借
金
は
雪
だ
る
ま
式
に
増

え
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
自
己
破
産
す
る
と
、
銀
行

な
ど
か
ら
の
借
り
入
れ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
の
発
行
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。

多
重
債
務
と
は

多
重
債
務
の
相
談
件
数

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

◉
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日

　
　
　
　
９
時
～
16
時

【
弁
護
士
法
律
相
談（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）】

◉
日
時
・
場
所

８
／
９
㈭
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
三
股
町
役
場
庁
舎
東
側
）

８
／
24
㈮
　
13
時~

16
時

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
本

館
２
階
）

◉
相
談
時
間
　
30
分
程
度

【
相
談
専
用
電
話
】

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
23-

７
１
５
４

三
股
町
福
祉
・
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
52-

０
９
９
９

多
重
債
務
に
陥
る
原
因

多
重
債
務
で
困
っ
た
ら



　
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
権

に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　
優
秀
作
品
は
人
権
啓
発
資
料
な
ど
に
活

用
。
市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
12
月
に
開
催
す
る
人
権
啓
発
推

進
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

◉
募
集
部
門
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

◉
募
集
期
限
　
９
月
７
日
㈮
ま
で

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

【
昨
年
度
の
人
権
啓
発
標
語
】

　
３
部
門
合
わ
せ
て
、
５
千
点
を
超
え
る

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

◉
最
優
秀
賞
作
品

小
学
生
の
部

「
変
わ
る
の
は
　
周
り
じ
ゃ
な
く
て
　
私

か
ら
」

中
学
生
の
部

「
変
わ
り
た
い
　
見
て
み
ぬ
ふ
り
の
　
自

分
か
ら
」

一
般
の
部

「
絶
望
を
　
希
望
に
変
え
た
　
君
の
声
」

　「
男
の
く
せ
に
」「
女
な
の
に
」
な
ど
、

何
気
な
い
一
言
が
周
り
の
人
を
傷
つ
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
県
は
、
８
月
を
「
人

権
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
家
族
や
友
人
、
地
域
で
の
触

れ
合
い
の
機
会
が
多
い
こ
の
期
間
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
人
権
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
☎
23-

９
５
４
５

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
関
す
る
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
展
示
。
人
権
問
題

へ
の
理
解
と
認
識
を

深
め
る
た
め
、ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
期
間
　
８
月
27
日

㈪
～
９
月
５
日
㈬

◉
場
所
　
市
役
所
本

館
１
階
市
民
サ
ロ
ン

人
権
啓
発
標
語
募
集

８
月
は
人
権
啓
発
強
調
月
間
で
す

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し
て

【8月の臨時駐車場開設と交通規制実施の予定】

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー

啓
発
展
（
無
料
）

お
墓
の
手
続
き

【
御
骨
の
移
動
】

　
御
骨
の
移
動
は
、
現
在
墓
地
の
あ
る

「
移
動
元
」
の
市
町
村
で
、「
改
葬
許
可

申
請
」
が
必
要
で
す
。
市
内
に
墓
地
の

あ
る
人
は
、
環
境
政
策
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
外
に
墓
地
の
あ
る
人

が
御
骨
を
移
動
す
る
場
合
は
、
墓
地
の

あ
る
市
町
村
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
墓
じ
ま
い
】

　
使
用
し
て
い
る
墓
地
が
不
要
と
な
る

場
合
、
御
骨
の
移
動
と
併
せ
て
、
現
在

建
っ
て
い
る
墓
石
や
祭
壇
な
ど
の
撤
去

や
整
理
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

墓
地
の
管
理
規
則
に
沿
っ
て
撤
去
な
ど

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
営
墓
地
は
市
の
所
有
地
で

す
。
使
用
し
て
い
る
市
営
墓
地
が
不
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
手
続
き
の
上
、
撤

去
工
事
を
行
い
、
更
地
に
戻
し
て
返
還

く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
環
境

政
策
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 お

墓
の
手
続
き
と
お
盆
の
墓
参
り

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

お
盆
の
墓
参
り
の
注
意
点

　
市
営
墓
地
は
、
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
営
墓
地
周
辺
の

混
雑
解
消
の
た
め
、
一
部
の
市
道
で
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
自
家
用
車
で
の
墓
参
り
は
で
き
る
だ

け
避
け
、
や
む
を
得
ず
自
家
用
車
を
利

用
す
る
場
合
は
、
警
備
員
の
誘
導
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
墓
地
の
臨
時
駐
車
場
に

看
板
を
設
置
し
ま
す
。
看
板
の
な
い
場

所
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

12 日㈰ 13日㈪ 15日㈬

東墓地 ー 臨・交 臨・交

西墓地 臨 臨・交 臨・交

北墓地 臨 臨 臨

臨：臨時駐車場　交：交通規制
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